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　医療機関で「がん検診」が、１月31日まで受けら
れます。
◦近年大腸がんの患者数が特に急増しています。大
腸がんは、男女あわせて日本人が２番目に多くかか
るがんです。自覚症状はほとんどありません。
しかし、検診で早期に発見されれば、ほぼ完治しま
す。
　便潜血検査は、自宅で便を取ってもらう検査で
す。便に付着したごく微量な血液も調べることがで
きます。簡単な検査ですが、厚生労働省の研究で死
亡率を下げる効果について、十分な科学的根拠があ
ると報告されています。
◦子宮頸がん検診は、21歳から５歳刻みで41歳ま
での女性に無料クーポン券を配布しています。大腸
がんは41歳から５歳刻みで61歳の方に送付してい
ます。
※子宮頸がんも治療後の生存率は、発見が早いほど
高くなります。しかし、検診受診率は低い現状にあ
ります。年齢などによりリスクは異なりますが、２
年に１度は必ず受けてください。
◦肺がんも増えていますので、胸部X線検査を年１
回は受けましょう。
◦胃がん検診（胃カメラ又は胃バリウム検査）は、予
約が取りにくくなりますのでお早めに。
　ご家族の方にも、ぜひ検診をおすすめください。
　今年度、もし受けていなかったらはやく申し込み
ましょう。
問い合わせ先：健康福祉課（☎62－2115）

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
問
や
意
見
の
う
ち
の

大
半
は
懇
談
会
の
中
で
町
長
は
じ

め
町
執
行
側
が
説
明
す
る
こ
と
で

対
応
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
質
問

や
意
見
に
対
し
て
は
、
今
後
調

査
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

Ａ　
現
在
駅
前
を
中
心
に
下
水
道

工
事
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
道
路
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
。

Ｑ　
駅
東
の
ま
ち
づ
く
り
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
？

Ａ　
県
道
北
側
の
第
一
工
区
（
約

10　
ha
）
を
平
成
27
年
度
～
28
年
度

を
目
標
に
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ　

鏡
石
一
小
が
改
築
と
な
る

が
、
床
は
木
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ど
ち
ら
に
な
る
か
？
ま
た
、
校
庭

は
広
く
な
る
の
か
？

Ａ　
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
仕
上
げ
と
な

り
、
な
る
べ
く
木
を
使
う
予
定
で

す
。
ま
た
、
校
庭
は
今
ま
で
無
か

っ
た
２
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
が
取
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　
今
年
ス
タ
ー
ト
し
た
第
５
次

総
合
計
画
の
中
で
光
り
輝
く
都
市

に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

Ａ　
ま
ち
の
将
来
像
を「
か
わ
る
、

か
が
や
く
、“
牧
場
の
朝
”の
ま
ち

がんは、早く見つけて
早く治す時代です！

Ｑ：どんな仕事をされていますか？
　お客様へ定期預金や投資信託などの金融商品を提案して
います。良い商品を提案して、お客様に喜んでもらえると
うれしいです。ただ、まだまだ勉強不足なので商品知識を
深めたいです。
Ｑ：どんな感じの職場ですか？
　明るくいい雰囲気ですし、上司も何でも相談出来て頼り
になり、風通しの良い感じの職場です。
Ｑ：地元である鏡石支店で働いてみての感想は？
　鏡石支店に来てまだ約１年なのですが、知り合いもいる
し、何より親切な人が多い町なので仕事もやりやすいです
ね。
Ｑ：休みの日などは何をしていますか？
　仲の良い友達と飲みに行ったり、最近は、ラインポップ
という携帯ゲームにはまっていて、時間をみつけては楽し
んでいます。
Ｑ：これから何かやりたいことは？
　お金をためてエコカーを買いたいです。最近エコに興味
がでてきたというか、燃費がよい車でガソリン代を節約し
たいですね。

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。職場
のホープをご紹介ください。
問い合わせ先：総務課（☎62－2111）

今月は、東邦銀行
鏡石支店にお勤め
で、お客様へ笑顔
と信頼をお届けす
る会田香織さんに
お話を伺いました。

お名前
会田香織さん（25)

お勤め先
東邦銀行 鏡石支店
業種　銀行業

鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星

日曜日や祝日などに病気になったときは、休日夜間救急病診療所（須賀川市保健センター☎76-2980）へ休日夜間救急病診療所 火曜から金曜の午前９時から午後４時まで総合相談室を開設しています総合相談室開設

　

鏡
石
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

を
町
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
し
、

町
政
に
ご
理
解
を
頂
く
と
と
も

に
、
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
11
月
20
日（
火
）

～
12
月
20
日（
木
）に
か
け
て
全
13

行
政
区
で
開
催
さ
れ
、
約
２
６
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
長
な
ど
が
町
政
に
つ
い
て
説

明
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
質
問
や
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
や

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
復
旧
、

今
後
の
町
の
除
染
に
つ
い
て
、
現

在
の
町
政
の
重
要
課
題
と
し
て
次

の
も
の
を
説
明
し
ま
し
た
。

１
．
鏡
石
町
第
５
次
総
合
計
画
に

つ
い
て

２
．
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

３
．
鏡
石
町
除
染
実
施
計
画
に
つ

い
て

　

町
政
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
質
問

や
要
望
は
全
体
で
２
１
３
件
あ
り

ま
し
た
。
質
問
や
意
見
の
内
訳
は

次
の
通
り
で
す
。

◦
第
５
次
総
合
計
画
に
関
す
る
こ

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
件

◦
災
害
復
旧
工
事
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
件

◦
除
染
実
施
計
画
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

42
件

◦
建
設
・
土
木（
開
発
等
含
）に
関

す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　

43
件

◦
衛
生
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

27
件

◦
上
下
水
道
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
件

◦
交
通
・
防
犯
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20
件

◦
行
財
政
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
件

◦
商
工
観
光
農
政
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
件

◦
教
育
に
関
す
る
こ
と　
　

９
件

◦
税
に
関
す
る
こ
と　
　
　

１
件

◦
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　

６
件

　

今
回
の
町
政
懇
談
会
で
は
、
災

害
復
旧
工
事
や
町
除
染
実
施
計
画

に
関
す
る
質
問
が
多
く
出
さ
れ
た

ほ
か
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
活
か
せ
る
建
設
的
な
意
見
な

町
政
に
つ
い
て

主
な
質
問
内
容
と
意
見

２
１
３
件
の
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

　

か
が
み
い
し
」と
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て「
や
さ
し
さ
と
ふ
れ

あ
い
」と「
復
興
と
進
化
」を
基
本

理
念
と
し
て
新
た
な
飛
躍
に
向
け

て
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

Ｑ　
若
者
が
結
婚
で
き
る
機
会
が

少
な
い
。
テ
レ
ビ
で
や
っ
て
い
る

よ
う
な
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
応
募
を

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
そ
う
い
う
機
会
が
あ
れ
ば
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

昨
年
は
か
が
み
い
し
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
ス
ポ
コ
ン（
ス
ポ
ー
ツ
婚

活
）を
実
施
し
て
好
評
で
し
た
。

新
年
度
で
は
自
然
な
形
で
出
会
え

る
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
も
の

を
考
え
て
い
ま
す
。

町政懇談会
全13行政区で開催
～まちづくりに町民の声を～

▪開催日時：２月９日（土）　午前９時～午後12時
▪集合場所：町勤労青少年ホーム前
　　　　　　（※福祉バスにて開催場所に向かいます）
▪対 象 者：町内でボランティア活動をしている者又はこの講座
　　　　　　に関心のある中学生以上の者
▪参 加 費：無　料
▪定　　員：20名
▪募集締切：１月21日（月）
▪申込み先：町社会福祉協議会ボランティアセンター　
　　　　　　☎62－6428

▪講　　師：東京学芸大学芸術・スポーツ科学系教授
　　　　　　松田　恵示先生
▪開催日時：２月23日（土）　午後１時30分～
▪場　　所：町公民館　大研修室
　託児所を準備しておりますので皆さんお気軽にお越しください。
▪問い合わせ先：町教育委員会　☎62－2031

「救急救命講座」参加者募集！ 家庭教育学級講演会

「地域の子どもは地域で育てる」
入場無料

▲６組のカップルが誕生した「スポコン」（H24.7.1開催）


